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インターネットの地球規模での急速な普及は様々なSNSによるフェイク情報を包含したネット社会を作
り出し，コミュニケーションのあり方にも大きな影響を与えている．またIoT，AIに見る技術革新は業界
地図を大きく変容させ，ビジネス活動に20世紀型とはまったく異なる新しい環境創出と国際情勢の変化を
生み出し，世界をハイパー化に向かわせている．こうした時代には様々な利害関係者（ステークホルダ

ー）との間で「双方向」の情報プロセスを持つ高い「倫理観」が求められる．また必要な時には「自らを

修正」する，目的・目標達成のための良好な関係構築づくりを行う戦略性を持つパブリック・リレーショ

ンズ（PR）が必須となる．日本はこれまでのハイコンテクスト型社会にローコンテクスト型のPRを如何
に導入し人材育成を行うかが鍵となる． 
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1.	  はじめに 
 
インターネットの地球規模での急速な普及はFacebook，
ツイッター，インスタグラムなどのSNSを登場させフェ
イク情報を包含したネット社会を生み出し，コミュニケ

ーションのあり方にも大きな影響を与えている．また，

IoT，AIの進化は業界地図を大きく変容させている．分
野を超えた多様なビジネス活動とグローバルな新興企業

の登場は20世紀型とはまったく異なる新しい環境を創出
しており，目まぐるしい国際情勢の変化は世界をハイパ

ー化の方向に向かわせている．筆者はこのような状況を

ハイパー・グローバリゼーションと規定している． 
パブリック・リレーションズ（PR）には，様々な利
害関係者（ステークホルダー）との間で「双方向」の情

報プロセスを持ち，高い「倫理観」が求められる．また

必要な時には「自らを修正」する目的・目標達成のため

の良好な関係構築づくりを指し戦略性を有する危機管理

をもカバーする攻守両面を兼ね備えた強固な手法でリレ

ーションシップ・マネジメントが主体となっている（図

-1）1)． 
島国日本が培ってきた文化は共有度合いが高いハイ

コンテクスト型といわれ，「以心伝心」「阿吽の呼吸」

で，あいまいで不明瞭な態度は誤解を与え欠点にもなる．

 

一方，パブリック・リレーションズの文化的基盤となる

ローコンテクスト型の多様なグローバル社会では，共有

度合いが低く，自己表現や自己主張は生存に不可欠とな

り，移民国家米国でPRが誕生繁栄した背景となってい
る．頻発する日本の不祥事や昨今の森友・加計学園・日

大問題や防衛省報告書隠し問題などに見る「忖度」や

「同調圧力」は，倫理観を欠いたハイコンテクスト型文

化に由来していることは疑いもなく，真のパブリック・

リレーションズの不在に起因している2）． 
日本の抱える問題は，PRの概念が社会に組み込まれ
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ていないことによりハイパー化するグローバリゼーショ

ンに対応できるだけの社会的能力が欠けていることにあ

る．受容する社会的素地と人材教育を急がなければなら

ない．そのシステム構築は喫緊の課題である．  
 
 

2.	  ハイパー・グローバリゼーションとは何か 
 
グローバリゼーションを語るときには経済のグローバ

ル化に始まる．経済のグローバリゼーションは，国内経

済から国際経済に，貿易，（企業や多国籍企業による）

外国への直接投資，短期的な資本の流れ，労働者や人の

国際的な移動，技術の移転などが統合的に行われること

による3)． 
一方，ソ連崩壊で米国一極としてきた世界地図は，米

国の国力の低下とBRICｓや他の国々の台頭とインター
ネットの急速な普及により多極化の様相を呈し，世界的

な混乱をもたらせている．過度な多極化は一つ間違えれ

ば世界が収拾のつかない状況に陥いる恐れさえ与える． 
加えて2006年のツイッターやフェースブックなどの

SNSの誕生によりフェークニュースやツイッターでのつ
ぶやきが一瞬にして世界を駆け巡り，トランプ米大統領

に見るツイッターのように非公式な場が公式な場へと変

化．国家間，地域間のもめごとも瞬間的に世界に拡散し

混乱状態を作り出す．このような変化の激しい時代に日

本はどのように対処していけばよいのか極めて重要な課

題となってくる． 
ハイパー・グローバリゼーションという用語は，1990
年代以降の国際貿易において「深化を続ける経済統合」

を記述するために今世紀に入って米国の経済学者によっ

て使われ始めた4）．しかし筆者は，この用語を①経済・

貿易（ビジネス）②SNSによるヒューマン・コミュニケ
ーション③IoT，ビッグデータ，AIにみるシンギュラリ
ティに繋がる破壊的技術革新，の３つの力から構成され

る新たなグローバル化の流れと定義している（図-2）5）． 

 

つまり，ハイパー化を促進させるものは従来の経済や

貿易をベースとしたものにとどまらない．社会学的な視

点をもった人間間のコミュニケーション手段がインター

ネットの登場により飛躍的に変化し，半導体，通信，コ

ンピューターなどの技術革新による急激な社会変革が統

合されていることに起因すると考えられている． 
 
 

3.	  必須となるパブリック・リレーションズ
（PR）力:	

	

(1)	 誤解されてきたPR(パブリック・リレーションズ)	

周知のとおり日本のパブリック・リレーションズの歴

史は浅く，その起源は1945年の敗戦によるGHQの占領政

策にみることができる．戦後，広告代理店によりパブリ

ック・リレーションズが広告と混同された不幸な歴史を

もつが，米国からもたらされたパブリック・リレーショ

ンズが経済成長遂げる中で日本的な特性が加味され，	

パブリック・リレーションズ（PR）は戦後ＧＨＱにより

日本に紹介されたが，1952年にサンフランシスコ講和条

約が提携され，GHQが撤退したことで専門家が日本を離

れそれまで民主主義を体現するパブリック・リレーショ

ンズが伝統的な日本文化の前に浸食されてしまった，ま

た大手広告代理店主導のPR業務が販売促進のための手法

としてパブリシティが主柱となり宣伝・広告と誤解され

本来の概念が失われてきた6）．	

PRは，様々な利害関係者との間で「双方向」の情報プ

ロセスを持ち，高い「倫理観」とともに，必要に応じ

「自らを修正」し，目的・目標達成のための良好なリレ

ーションシップ・マネジメント（関係性構築）を実現す

る1）．	

	

(2)	 第5の経営資源	

急速なグローバル化が進展する現在，多民族，多言語，

異なる文化環境では，「英語が通じない，現地語が通じ

ない」状況下でどうやって相手に誤解されないように自

分を主張し，守っていくのか，コミュニケーション力は

もちろんのこと，相手とどのようにつき合っていくべき

かに直面する．そのような場合にリレーションジップ・

マネジメントであるパブリック・リレーションズはグロ

ーバルビジネスを遂行していく上で基盤となってくる．	

これまで企業経営における「経営資源」として，

「人」「モノ」「金」「情報」の4つが挙げられている

が，グローバルビジネス環境下において，筆者はこれら

に加え第5の経営資源として「パブリック・リレーショ

ンズ」を挙げている（図-3）．   
具体的には，倫理観で「人」を磨き強いバックボーン

を持ち，製品やサービスなどの価値を高めるためのブラ

ンディングを行うことで「モノ」を磨き上げ，「お金」

という原石をインベスター・リレーションズ（Investor	
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Relations）つまりIRという形で資金調達をより安全に

担保する．「情報」は，インターネット化社会の中で，

双方向性を持つことによって情報の流通をよくし，あふ

れる情報の中から価値性の高い情報を選別していく．そ

して５つ目の「パブリック・リレーションズ」はその手

法で前述の4つの原石を磨き上げ，かつ横編みする手法

である． 	

 

またパブリック・リレーションズ自体が目的達成のた

めに戦略性を有していることから「攻め」が可能になり，

同時に組織防衛に必要な危機管理も扱うことで「守り」

の機能をも持つことになる．国内や海外でグローバルビ

ジネスを遂行していく上で，スピードと変化に対応でき

るパブリック・リレーションズは攻守を兼ね備えた強固

な手法といえる．	

 
(3)	 自己修正モデル	

筆者は，これまでパブリック・リレーションズ（PR）

分野において50年に及び内外の企業をはじめ政府機関，

団体など幅広い分野の顧客に対して危機管理も含めさま

ざまなコンサティングや戦略的広報を提供してきた．こ

うした実践的活動を通して，多様なパブリック（ステー

クホルダー）との間のリレーションジップ・マネジメン

ト（良好な関係性の維持・発展）をコアとするパブリッ

ク・リレーションズについて，「個人や組織体が最短距

離で目標や目的を達成する，「倫理観」に支えられた

「双方向性コミュニケーション」と「自己修正」をベー

スとしたリレーションズ（関係構築）活動」であると定

義し，『自己修正モデル』と呼称している（図-4）7）． 

	

 

これまで国内での大型危機管理案件をいくつも手掛け

てきたが，頻繁する昨今の企業不祥事の要因は，まさに

これら3つのキーワードを特長とするパブリック・リレ

ーションズ（PR）の欠落によるものであるといっても過

言ではない．近年はハイパー・グローバリゼーションの

新しい波が企業を取り巻き，例えば10億ドルのM&A案件

について2日間で正しく判断をし，決定するといったス

ピード感が求められており，倫理，双方向，自己修正を

統合したパブリック・リレーションズの機能なしには対

応できない．	 	

	

 
4.	  グローバル人材育成のための教育	
 
筆者は，パブリック・リレーションズ（PR）の専門
家として従来から日本の教育に必要なのは人間関係構築

能力，つまりリレーションシップ・マネジメントだと強

く感じている．そして，国際社会で先進国と対等に渡り

合っていくためには，多くの日本人がもつハイコンテク

スト・カルチャー体質を保持しつつも，ローコンテクス

ト・カルチャーを身につけることも重要となる． 
いま日本にとって喫緊の課題は，「多様性を受容し，

グローバル社会を生き抜くことのできる人間力を育む人

材育成」である．筆者はパブリック・リレーションズの

概念を，幼児教育からの「きずな教育」により，「人は

一人では生きていけない」ことを教え，中高等・社会人

教育では一貫した「パブリック・リレーションズ教育」

で倫理，双方向性，自己修正の概念を理解させることで，

個の確立した，人間力ある人材の育成の重要性を訴えて

いる8）． 
またハイパー・グローバリゼーションの中で不安定化

し複雑化する世界が共通の価値観を持ち地球家族の一員

として次世代にサステナブルに引き継いでいけるよう，

「自己修正モデル」（図-5）の世界普及を目指している． 

 

 

今年1月，拙著『パブリックリレーションズ』（日本
評論社：第2版2015年）の中国語訳が北京の東方出版社
9）より，また新たに加筆した英語書籍は今年3月に，英

図-5	 Self-Correction	Model	of	Public	Relations	

図-3	 PRは「人」「モノ」「金」「情報」を統合す

る第５の経営資源	

図-4	 Self-Correction’s	Four	Areas	
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ロンドンのRoutledge（ラウトレッジ）より出版されてい
る．  
筆者はパブリック・リレーションズ（PR）の専門家
として従来から日本の教育に必要なのは人間関係構築能

力，つまりリレーションシップ・マネジメントだと考え

ている．  
日本が国際社会で他の国々と誤解を生むことなく渡り

合っていくためには，前述したように多くの日本人がも

つハイコンテクスト・カルチャー体質から脱皮して，ロ

ーコンテクスト・カルチャーを身につけることも重要と

なる．  
人材育成では，2004年に早稲田大学でグローバル社会
における次世代のリーダー育成を目的に教鞭を執って以

来，京都大学大学院，国際教養大学，神戸情報大学院大

学などでパブリック・リレーションズ講座の導入を図り，

他大学へも拡大している．今年は新たに絵本を通じて保

育園，幼稚園，そして小学校での「絆（きずな）教育」

の取り組みに始まり中・高の生徒や教職員向けのパブリ

ック・リレーションズ教育導入プロジェクトを始動させ

ている．	

	

	

5.	  終わりに	
 
パブリック・リレーションズは唯一民主主義社会の中

で生かされる手法である．倫理や双方向性が成立しない

社会では，プロパガンダに陥る危険性を常に孕んでいる．

自己修正は神が唯一人間に与えた自由意思によるもので，

外部から強制された修正はもはや自己修正ではない．本

稿を書いている中でも世界では様々な事件や問題が多発

し，情報が世界を瞬時に駆け巡っている． 
これまで筆者の知見に基づいて次世代を担う人々にと

って，筆者が描くパブリック・リレーションズ（PR）
が視界不明瞭な世界が進行するハイパー・グローバリゼ

ーション時代に共通する新たなプラットホームになれば

と願っている． 
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	 	 RELATIONSHIP MANAGEMENT TO ACHIEVE YOUR GOAL 
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Here at the start of the 21st Century we are surrounded by forces that are transforming us and our-
society into something significantly different from that of the past. The Internet has rapidly devel-oped 
and become an integral part of our day, especially in our participation with others around us and through-
out the world through all the many social networks (SNSs) of this new digital age. How we communicate 
with others determines much about us as human beings, and social media has changed that. In the past 
journalists gave us a view of the world, but today we also are bombarded by fake news. Globalization of 
business has gone beyond just an unprecedented levels of interna-tional trade to a world of a highly inte-
grated global supply and manufacturing chain.  New technolo-gies are evolving from the Internet, big da-
ta, and AI (Artificial Intelligence) that are bringing very rap-id and disruptive change. The world has al-
ways been one of various stakeholders, with different views and goals, some of which are competing and 
conflicting. That remains true, but in this new age stakeholders are now globalized. For Japan to meet the 
challenge of this new environment it needs to learn the skill of communicating to these global stakehold-
ers by switching from its familiar use of high-context communication to low context, and to more widely 
use the power of public relations, which is the most effective and efficient means to survive and thrive in 
this new world of hyper-globalization. 


